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一

　
幕
末
外
交
に
関
す
る
法
学
的
研
究
に
は
、
尾
佐
竹

お
さ
た
け

氏
以
下
の
権
威
的
著
作
が
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
場

所
で
な
い
の
だ
が
、
幕
末
外
交
問
題
の
本
質
が
通
商
に
あ
る
よ
う
に
、
幕
末
維
新
史
の
鍵
も
ま
た
貿
易
に
、

さ
ら
に
そ
れ
が
、
徳
川
末
期
以
後
次
第
に
国
民
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
わ
が
経
済
組
織
に
お
よ
ぼ
し
た
決
定

的
影
響
の
な
か
に
、
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
幕
末
外
交
物
語
を
、
二
、
三
拾
い
あ
つ
め
て

み
よ
う
と
思
う
ま
で
で
あ
る
。

　
安
政
条
約
付
録
に
よ
る
自
由
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
翌
安
政
六
年
下
半
期
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
幕

末
の
自
由
貿
易
開
始
の
先
鞭
は
、
す
で
に
そ
の
三
年
前
に
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
八

五
七
年
（
安
政
四
年
）
八
月
二
十
九
日
に
調
印
さ
れ
た
日
蘭
追
加
条
約
は
、
嘉
永
か
え
い
六
年
以
来
の
米
以
下
と

の
和
親
条
約
と
ち
が
っ
て
、
左
の
ご
と
く
自
由
貿
易
を
規
定
し
て
い
る
。

　
一
条
　
長
崎
、 

函  

館 

は
こ
だ
て

を
開
く
（
函
館
は
調
印
の
日
よ
り
十
ヶ
月
後
）

　
二
条
　
ト
ン
税
　
　
ト
ン
（
六
石
四
斗
）
銀
五
匁
も
ん
め

　
三
条
　
船●

数●

並●

び●

に●

商●

売●

銀●

高●

と●

も●

そ●

の●

限●

を●

立●

つ●

る●

こ●

と●

な●

し●

、
し
か
し
な
が
ら
持
渡
の
貨
物
日
本
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人
好
こ
の
みに
応
ぜ
ず
、
或
あ
る
いは
代
り
品
等  

差    

支  

さ
し
つ
か
ゆ

る
時
は
、
交
易
を
遂
げ
ざ
る
儀
も
之これ
有
る
べ
き
事
。

　
　
　
　

　
こ
れ
で
従
前
の
貿
易
額
制
限
は
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
「
長
崎
会
所
」
に
よ
る
幕
府
独
占

貿
易
の
ほ
か
に
、
三
割
五
分
の
高
さ
で
は
あ
る
が
関
税
を
収
め
て
、
直
取
引
も
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し

「
但
し
、
会﹅
所﹅
に﹅
て﹅
取
扱
ふ
分
は
、
若も
し
払
代
銀
並
び
に
代
り
品
等
滞
る
も
の
之これ
有
り
と
も
、
同
所
に
て

償
ひ
阿
蘭
陀

オ
ラ
ン
ダ

人
に
損
失
掛
け
間
敷
く
、
万
一
相﹅
対﹅
に﹅
て﹅
取﹅
計﹅
ひ﹅
損
失
相
立
つ
と
も
、
会
所
に
て
差
し
構
は

ず
」
（
第
七
条
但
書
）
そ
の
う
え

　
十
三
条
　
軍
用
品
は
奉﹅
行﹅
所﹅
以﹅
外﹅
に﹅
は﹅
売
る
べ
か
ら
ず
。

　
十
六
条
　
米
、
大
麦
、
小
麦
、
大
豆
、
小
豆
、
石
炭
、
美
濃
紙
並
び
に
半
紙
、
書
籍
並
び
に
地
図
類
、

　
　
　
　
　
銅
器
類
は
会
所
取
引
以
外
は
可
な
ら
ず
。

　
十
七
条
　
銅
、
刀
剣
類
同
断
、
付
属
の
小
道
具
類
、
甲
冑
並
び
に
弓
、
鉄
砲
、
馬
具
そ
の
他
の
武
器
、

　
　
　
　
　
大
和
錦
は
商
人
よ
り
売
渡
方
を
許
さ
ず
。

な
ど
、
諸
藩
に
た
い
す
る
幕
府
の
優
越
権
は
細
心
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
念
す
べ
き
日
本
最
初
の
自
由
貿
易
条
約
は
そ
の
前
年
安
政
三
年
七
月
二
十
三
日
付

で
長
崎
商
館
長
が
オ
ラ
ン
ダ
領
事
館
の
資
格
を
も
っ
て
（
日
蘭
和
親
条
約
は
米
、
露
に
つ
い
で
安
政
二
年

十
二
月
に
締
結
さ
れ
て
い
る
）
提
出
し
た
追
加
条
約
要
求
書
に
よ
る
も
の
で
、
興
味
の
あ
る
の
は
、
そ
の
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要
求
書
中
に
、
幕
府
が
す
で
に
ロ
シ
ア
と
の
和
親
条
約
（
安
政
元
年
十
二
月
）
の
な
か
で
自
由
貿
易
を
ゆ

る
し
た
で
は
な
い
か
と
、
突
込
ん
で
い
る
こ
と
だ
（
大
隈
重
信
『
開
国
大
勢
史
』
八
一
五
頁
）
。 

抜  

萃 

ば
っ
す
い

す
る
と
、

　
「
交
易
航
海
す
る
強
国
は
、
和
親
を
旨
と
し
、
日
本
に
右
様
の
緩﹅
優﹅
交﹅
易﹅
（
自
由
貿
易
の
意
）
取
り
結

　
び
候
ほ
か
、
実
ま
こ
とに
以もっ
て
他
事
之
無
く
候
。
外
国
と
緩
優
交
易
に
付
、
此
後
と
て
も
拒
絶
あ
ら
ば
、
幸
福

　
の
日
本
国
、
究
き
わ
ま
りて
航
海
す
る
世
界
数
ヶ
所
の
強
国
、
然しか
も
一
統
と
、
戦
闘
に
及
ぶ
べ
く
、 

和  

蘭 

オ
ラ
ン
ダ

政
府

　
確
と
見
究
め
候
。
」

と
ま
ず
抑
え
て
お
い
て

　
「
魯ロ
西シ
亜ア
国
と
日
本
の
条
約
中
、
第
五
ヶ
条
に
、
函
館
並
び
に
下
田
丈だ
ケ
は
、
既
に
魯ロ
西シ
亜ア
人
緩
優
交

　
易
の
発
端
御
取
り
用
ひ
相
成
り
候
間
、 
和  

蘭 
オ
ラ
ン
ダ

、
亜ア
米メ
利リ
加カ
、
貌ブ
利リ
太タ
尼ニ
西ア
国
民
の
儀
も
、
右
場
所
に

　
於
て
同
様
交
易
申
し
立
て
出
来
申
す
べ
き
儀
に
候
。
そ
の
故
は
、
右
三
ヶ
国
、
日
本
と
取
極
め
の
条
約

　
中
に
、
免
許
の
廉かど
多
き
国
民
之これ
有
り
候
は
ば
、
同
様
の
免
許
之
有
る
べ
き
旨
、
御
立
合
の
規
定
之
有
り

　
候
。
」

最
後
の
点
は
最
恵
国  

条    

款  

じ
ょ
う
か
ん

の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
だ
が
、
問
題
の
「
第
五
ヶ
条
」
と
い
う
の
は
、

安
政
元
年
十
二
月
の
日
露
条
約
付
録
第
五
条
で
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「
日
本
に
て
役
所
を
定
め
置
き
、
品
物
渡
し
方
、
並
び
に
魯ロ
西シ
亜ア
人
持
ち
越
し
た
る
金
銀
品
物
も
、
そ

　
の
所
に
於
て
取
扱
ふ
べ
し
。
魯﹅
西﹅
亜﹅
人﹅
市﹅
店﹅
に﹅
て﹅
択﹅
み﹅
た﹅
る﹅
品﹅
は﹅
、
商﹅
人﹅
売﹅
買﹅
値﹅
段﹅
に﹅
応﹅
じ﹅
、
船﹅
中﹅
持﹅

　
ち﹅
渡﹅
し﹅
の﹅
品﹅
を﹅
以﹅
て﹅
弁﹅
ず﹅
べ﹅
し﹅
。
役
所
に
於
て
、
日
本
役
人
取
計
ふ
べ
し
。
」

と
い
う
の
だ
。
そ
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
蘇
峯
そ
ほ
う
氏
の
『
近
世
日
本
国
民
史
』
か
ら
、
川
路
か
わ
じ
（  

聖    

謨  

と
し
あ
き
ら

）

の
日
記
を
借
り
て
こ
よ
う
。

　
「
廿
三
日
（
安
政
元
年
十
二
月
）
け
ふ
下
田
に
て
、
異
国
人
の
船
中
欠
乏
品
を
売
る
所
へ
行
み
る
。
蒔

　
絵
器
磁
器
等
多
く
出
し
之
有
り
候
。
髪
を
組
み
て
長
く
し
て
下
た
る
は
南
京
の
人
也
と
い
ふ
也
。
日
本

　
人
に
少
し
も
変
ら
ず
、
ヘ
ロ
ヘ
ロ
と
い
ひ
て
、
猪
口
ち
ょ
く
の
直
段
ね
だ
ん
を
付
け
居
り
申
し
候
。
そ
の
所
へ
障
子
を

　
か
ら
り
と
明
け
候
て
、
ロ
シ
ヤ
と
い
ひ
な
が
ら
大
男
入
り
来
る
。 

左  

衛  

門  

尉 

さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

（
川
路
）
与
三
郎

　
（ 

村  

垣 

む
ら
が
き

）
を
み
て
、
御
機
嫌
よ
う
と
い
ひ
な
が
ら
笑
ひ
て
冠
り
物
を
取
り
て
、
う
な
づ
く
が
如
く
礼

　
を
な
す
。
こ
れ
大
か
た
魯
人
の
仕
方
也
。
か﹅
か﹅
る﹅
と﹅
こ﹅
ろ﹅
、
長﹅
崎﹅
と﹅
い﹅
へ﹅
ど﹅
も﹅
曾﹅
て﹅
な﹅
し﹅
。
胸﹅
塞﹅
り﹅
て﹅
、

　
直﹅
に﹅
立﹅
ち﹅
出﹅
で﹅
候﹅
」
（
第
三
十
三
巻
、
一
八
九
頁
）
。

　
オ
ラ
ン
ダ
領
事
の
緩
優
貿
易
の
発
端
と
い
う
の
も
、
あ
な
が
ち
揚
足
取
り
で
は
な
い
。
し
か
し
字
句
面

じ
く
づ
ら

で
は
揚
足
取
り
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
「
右
の
内
（
第
五
条
を
指
す
）
に
は
、
品﹅
物﹅
取﹅
替﹅
の﹅
儀﹅
、
政﹅
府﹅
に﹅
限﹅
り﹅
候﹅
事﹅
、
取﹅
極﹅
は﹅
之﹅
な﹅
し﹅
、
魯ロ
西シ
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亜ア
人
に
て
究きめ
て
外
に
品
を
付
け
申
す
べ
く
候
」
。

　
「
之
に
依
て
、
今
改
て
表
通
交
易
御
免
之
有
り
、
右
条
約
中
に
之
な
き
租
税
等
、
御
取
極
め
之
有
り
候

　
方
然
る
べ
く
候
」
。

　
公
文
書
と
い
う
も
の
は
こ
ん
な
ふ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
二

　
外
国
人
に
書
か
れ
た
幕
末
日
本
紀
行
中
の
異
色
は
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
最
近
、
平
岡
雅

英
氏
の
す
ぐ
れ
た
訳
筆
で
ロ
シ
ア
問
題
研
究
所
か
ら
邦
訳
が
出
た
。
当
時
の
多
く
の
日
本
紀
行
が
外
交
官

や
武
官
や
宣
教
師
の
筆
に
な
る
の
に
た
い
し
て
、
こ
れ
は
ロ
シ
ア
文
壇
の
一
派
の
筆
に
な
る
も
の
で
、

『
オ
ブ
ロ
ー
モ
フ
』
の
作
者
の
き
ま
ぐ
れ
が
わ
れ
わ
れ
に
残
し
て
く
れ
た
、
ま
た
と
な
い
記
念
品
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
文
士
だ
け
の
、
政
治
的
契
機
に
関
す
る
記
述
は
た
い
し
た
も
の
は
な
い
が
、
そ
の
代
り
人
情
風

俗
に
つ
い
て
の
天
才
的
な
観
察
が
各
頁
に
あ
ふ
れ
て
、
こ
と
に
そ
の
巧
み
な
表
現
に
は
す
っ
か
り
魅
惑
さ

れ
て
し
ま
う
。

　
安
政
元
年
正
月
の
第
一
回
会
見
の
大
広
間
で
「
誰
が
よ
け
い
馬
鹿
な
顔
を
な
し
う
る
か
競
争
し
て
い
る

7



よ
う
だ
っ
た
」
幕
府
の
役
人
た
ち
も
、
第
二
回
会
見
の
と
き
は
、
も
は
や
充
分
な
親
し
み
と
敬
意
と
、
さ

ら
に
そ
の
外
交
手
腕
に
た
い
す
る
相
当
の
驚
き
の
念
と
を
も
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
「
老

全
権
」  
筒
井
肥
前
守  
つ
つ
い
ひ
ぜ
ん
の
か
み
は
、
す
っ
か
り
「
オ
ブ
ロ
ー
モ
フ
」
の
気
に
い
っ
た
。
「
こ
の
老
人
を
見
た
ら
誰

れ
で
も
自
分
の
祖
父
さ
ん
に
持
ち
た
い
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
…
…
彼
の
話
し
ぶ
り
は
、
瓶
か
ら
瓶
へ
液
体

を
静
か
に
移
す
よ
う
で
あ
っ
た
」
。

　
公
式
に
は
次
席
だ
が
事
実
は
主
席
全
権
の
川
路
左
衛
門
尉
の
態
度
は
、
微
細
な
点
ま
で
彼
ら
の
注
意
に

値
し
た
ら
し
い
。
太
い
榻
子
と
う
し
に
凭よ
り
か
か
っ
て
、
じ
っ
と
話
に
耳
を
傾
け
る
。
話
の
な
か
ば
頃
ま
で
は
、

口
を
や
や
開
い
た
ま
ま
瞳
を
凝
ら
し
て
、
注
意
を
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
の
額
に
現
わ
れ
た
微
か
な
皺しわ
の

動
き
に
、
彼
の
脳
裡
の
理
解
が
表
現
さ
れ
る
。
や
が
て
話
の
要
点
が
解
っ
て
く
る
と
、
口
は
閉
じ
ら
れ
、

額
の
皺
も
消
え
、
返
答
の
用
意
が
で
き
た
証
拠
に
、
顔
が
晴
々
し
て
く
る
。
相
手
の
質
問
の
な
か
に
言
外

の
意
味
が
含
ま
れ
た
場
合
に
は
、
川
路
の
顔
に
軽
い
微
笑
が
浮
ぶ
　
　
「
民
族
、
服
装
、
言
語
、
宗
教
、

人
生
観
は
異
っ
て
も
、
賢
明
な
人
に
は
共
通
の
表
象
が
あ
る
。
馬
鹿
に
は
馬
鹿
の
共
通
点
が
あ
る
よ
う
に
」

川
路
に
感
心
し
た
の
は
一
人
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
そ
の
川
路
が
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
こ
ん
な
ふ
う
に
い
う
。

　
　
「
娘
が
成
人
す
れ
ば
嫁
に
や
り
ま
す
が
、
我
が
国
の
貿
易
は
ま
だ
成
人
し
な
い
の
で
す
…
…
」
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と
て
も
通
商
条
約
ど
こ
ろ
で
は
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
た
。
物
品
の
贈
答
さ
え
一
朝
一
夕
の
手
続
で
は
な

か
っ
た
。

　
あ
る
日
、
露
艦
の
水
兵
が
ウ
オ
ト
カ
の
空
罎
を
日
本
人
に
く
れ
た
と
い
う
の
で
、
通
詞
つ
う
じ
の
森
山
栄
之
助

が
あ
わ
て
て
飛
ん
で
き
た
。

　
　
「
そ
れ
で
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
？
」

　
　
「
罎
を
取
戻
す
よ
う
に
命
じ
て
頂
き
た
い
の
で
。
で
な
い
と
貰
っ
た
者
に
不
幸
が
起
る
の
で
す
」

　
　
「
で
は
海
の
中
へ
棄
て
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
」

　
　
「
い
い
え
、
こ
ち
ら
へ
持
っ
て
来
ま
す
か
ら
、
あ
な
た
の
方
で
お
棄
て
に
な
っ
て
下
さ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
三

　
こ
ん
な
ふ
う
だ
っ
た
の
が
、
そ
の
年
の
暮
に
な
る
と
、
長
崎
と
い
え
ど
も
か
つ
て
な
き
「
緩
優
貿
易
の

発
端
」
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　
ど
う
し
て
も
う
、
娘
に
な
っ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
安
政
四
年
、
オ
ラ
ン
ダ
に
自
由
貿
易
が
許

さ
れ
た
日
か
ら
、
長
崎
波
止
場
は
急
に
お
ど
ろ
く
ほ
ど
活
気
づ
い
た
。
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そ
の
数
字
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
英
国
の
最
初
の
長
崎
領
事
ホ
ジ
ソ
ン
が
長
崎
港
に
到
着
し
た
と
き
、

む
ろ
ん
安
政
条
約
に
よ
る
通
商
は
こ﹅
れ﹅
か﹅
ら﹅
と
い
う
直
前
の
こ
と
だ
。
日
本
貨
物
の
積
込
を
待
っ
て
い
る

港
内
の
商
船
は
十
五
隻
ま
で
数
え
ら
れ
た
（
パ
ス
ク
・
ス
ミ
ス
氏
『
日
本
に
お
け
る
徳
川
時
代
の
西
夷
』

）
。

　  

正    

徳  

し
ょ
う
と
く

五
年
（
一
七
一
五
）
の
制
限
令
以
後
、
長
崎
に
許
さ
れ
た
蘭
商
船
の
数
は
、
一
年
一
艘
と
い

う
こ
と
で
、
ず
っ
と
安
政
四
年
ま
で
ま
も
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
黒
船
前
後
・
志
士
と
経
済
他
十
六
篇
」
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店

　
　
　1981
（
昭
和56

）
年7

月16

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
服
部
之
総
全
集
」
福
村
出
版

　
　
　1973

（
昭
和48
）
〜1975

（
昭
和50

）
年

初
出
：
「
法
律
春
秋
」

　
　
　1931

（
昭
和6

）
年5
月
号

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

入
力
：
ゆ
う
き

校
正
：
小
林
繁
雄

2010

年5

月30

日
作
成

2011

年4

月4

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

11



こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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